
双日総合研究所相談役

米国IRS非課税NPO法人 CEPEX 理事長

北海道大学新渡戸カレッジフェロー

長崎大学経済学部客員教授

多田幸雄

2021年10月2日

関東ブロック・ユネスコ活動研究会 in 栃木

すべての人に平和を
- 多文化共生とSDGsの推進 -
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自宅から見る富士山の夕焼け 田子の浦港漁協食堂のシラス丼
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小長井市長
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2015年に国連採択され、2030年を念頭の
「SDGs/持続可能な開発目標」

2015年以降の社会変化：

＊採択前から進んでいたグローバル化で移民・難民が急増
＊途上国の南北問題に加え、先進国内でも格差が拡大
（2016年にBREXITでEU分裂、トランプ氏の登場は先進国内の分断の象徴）

＊「資産」は領土や地下資源から、先端技術と情報に変化
（米中競争は知財と先端技術を巡る争い、一方でGAFAやNGOの興隆）

＊2020年は百年に一度のパンデミック発生、世界的パラダイム
シフトの元年になり、SGDsは後退？ YES/NO



今でも通用する、限られた資源・資産の有効活用法
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持続可能な平和な多文化共生社会とは？

ＰＮＧ中央高地の小さな村にて

＊人口700万人に対し、1000を
越える部族、800を超える言語

三内丸山遺跡: 紀元前2000年頃まで、
一万年以上続いた縄文時代の集落跡

Think Globally, Act Locally
グローバルに考え、地域で
行動。そのカギはジェンダー
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https://www.nagasaki-u.ac.jp/ja/news/news2005.html

https://www.nagasaki-u.ac.jp/ja/news/news2005.html
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“吾唯足知”：何事も中庸が肝心

2030年が目標年度のSDGsの「そのさき」に向けて、
自然科学と社会科学を両輪とするフレームワークから、
全てのステークホルダーが共存できる社会環境の実現
を目指し、柔軟で突飛な発想で、多文化共生とSDGs 
の推進を考えよう！


